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会議録（概要） 

 

会議の名称 令和 2 年度 第 1 回 富田林市障がい者施策推進協議会 

開 催 日 時 令和 2 年 10 月 14 日（水曜日） 14 時～15 時 30 分 

開 催 場 所 富田林市役所 3 階 庁議室 

出 席 委 員  端山弘明（副会長）、草尾勝司、宮田重樹、宋連玉、梅澤憲文、 

泉尾正彦、𠮷田薫、原智義、飯田昭夫、宮﨑幸美、佐野朋慶、阪口勉 

                 ※14 名中 12 名出席 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ    丸山奈緒 

事  務  局  𠮷村市長、西野子育て福祉部長、梅川課長、北浦課長代理、松山係長、 

仲谷係長、大浦係長、（株）ｻｰﾍﾞｲﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ本田 

公開の可否   公開 

傍 聴 者 数   0 名 

会 議 次 第  

案件 1）令和元年度富田林市障がい福祉計画・障がい児福祉計画実績報告 

資料１ 第 5 期富田林市障がい福祉計画・第 1 期富田林市障がい児福祉計画 

実績報告書（令和元年度分） 

案件 2）第６期富田林市障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画について 

資料２ 第６期富田林市障がい福祉計画・第２期富田林市障がい児福祉計画 

骨格（案） 

資料３ 第６期富田林市障がい福祉計画・第２期富田林市障がい児福祉計画 

策定における調査報告書 

資料４ 令和３年度～５年度のサービス量の見込み設定の考え方 

その他 

 

議 事 録 

事務局 司会 

≪市長挨拶≫ 

皆さん、こんにちは。 

富田林市長の𠮷村善美でございます。 

本日は、令和２年度の第１回富田林市障がい者施策推進協議会の開催でございます。

一言ごあいさつ申し上げたいと思います。 

委員の皆様方におかれましては、ご多忙のところ、本協議会にご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

本日は、平成３０年３月に策定いたしました「第５期富田林市障がい福祉計画・第１

期富田林市障がい児福祉計画」に関する令和元年度の実績をご報告させていただきたい



- 2 - 

 

と思っております。この、両計画につきましては、「障害者総合支援法」「児童福祉法」

に基づく３年間の短期計画で障がい福祉サービスや障がい児通所支援等が地域におい

て計画的に提供されるよう目標値を定めている計画でございます。 

また、今年度は、次期計画でございます「第６期富田林市障がい福祉計画・第２期富

田林市障がい児福祉計画」の策定年度にあたっておりまして、昨年、本協議会におきま

してご審議いただきました、次期計画の策定スケジュール等に基づきまして、本日は、

次期計画の骨格案ならびに７月に実施いたしましたアンケート調査の結果につきまし

てご報告させていただきたいと思っています。 

2014 年に政府が締結をいたしました国連の「障害者権利条約」の際には、当事者の

方々のスローガンでうたわれました「私たち抜きに私たちのことを決めないでください」

というようなスローガンが、まさに障がい者福祉においてもそれが基本になるというふ

うに考えておりまして、市といたしましては、この計画、また若者条例の制定とか、女

性の皆さんの声を市政に反映させる、或いは外国人市民の方々の声を市政に反映させる

ということを基本にしながら、推進をしていきたいというふうに思っています。 

結びになりますけれども、本協議会は、本市における障がい者に関する施策が、総合

的かつ計画的な推進が図れるように、必要な事項を審議していただくということになっ

ております。委員の皆様方には、幅広い見地から、忌憚のないご意見、ご提言を賜りま

すように心からお願いを申し上げまして、開会に当たりましてのごあいさつとさせてい

ただきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

≪配布資料確認≫ 

≪委員及び事務局紹介≫ 

≪協議会議成立要件の報告≫ 

 

※会長が欠席のため、端山副会長が議事進行。 

 

議長 

それでは規則に基づき、議事を進めさせていただきたいと思います。 

皆さんのご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

それではまず、案件 1 の「令和元年度 富田林市障がい福祉計画・障がい児福祉計画 

実績報告ついて」、事務局の方から説明をお願いします。 

 

事務局 

案件 1、「令和元年度 富田林市障がい福祉計画・障がい児福祉計画 実績報告ついて」

説明。 
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議長 

ただいまの案件 1、「令和元年度 富田林市障がい福祉計画・障がい児福祉計画 実績

報告」がございました。 

これに対しまして何かご意見、ご質問あればお受けしたいと思います。 

 

委員 A 

精神障がいの方で、昨年障がい福祉サービスを受けていらっしゃる人の総数は何名で

すか。昨年の自立支援医療を受けている精神の人の総数は何名ですか。 

 

事務局 

精神障がいの方で昨年障がい福祉サービスを受けていらっしゃるか人の総数につき

ましては、令和元年度末時点の支給決定ベースで 290 名でございました。もう 1 点、

昨年の自立支援医療を受けている精神の方の総数ですが、自立支援、精神通院医療との

ことであると思われますが、この数につきましては同じく、令和元年度末時点で 2,145

名ということでございます。 

 

委員 A 

ありがとうございます。 

ということは、自立支援医療を受けている人が 2,000 人以上いると。それに対して、

障がい福祉サービスを受けてる人は、300 人弱とそこにかなり大きな開きがあるんです

けども、精神疾患の人は、医療は受けているけども、福祉サービスを受けている人が非

常に少ないということになるわけですね。福祉サービスを受けていない人を救うのが、

非常に大切じゃないかと思うんですけれども、この点、どういうふうな施策をしておら

れるのかちょっとお聞きしたいんですけれども。 

 

事務局 

自立支援精神の方のうち、どの程度の方が実際に福祉サービスの利用を検討されてお

られてそれが利用できるかが利用できないのかっていうところですが、例えば福祉サー

ビスを受けたいとか知りたいという方が、そういったサービスのことを知っていただけ

たり、相談をしていただけたりというところの機会を増やさなければなというところは

考えておりまして、その点で先ほどご説明差し上げた、相談支援窓口を 3 ヶ所から 5 ヶ

所に増やしたとか、相談支援機能として強化さしていただけたらというふうに思います。

市役所だけじゃなくて、各相談支援事業所がバラバラ散らばっておりますので、市役所

に来ていただかなくても相談できる体制であるというところで、できるだけ捕捉してい

けたらなというふうには今のところは考えてございます。 
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委員 A 

私の経験から言いまして、福祉サービスを受けるようになったのは、ある精神科の病

院のところで家族会のことを知りまして、その家族会に入らせてもらって、この福祉サ

ービスとか、すべての医療とか、いろんなことを勉強させていただいて非常に救われた

んですね。 

ですから、ぜひ、精神の人が相談してきた場合は、ぜひ家族会に入会するように働き

かけをお願いしたいと思うんですけれども。 

 

議長 

それでは次の案件に入らせていただきたいと思います。 

それでは、案件 2 の「富田林市第 6 期富田林市障がい福祉計画・第 2 期障がい児福

祉計画について」、事務局の方から説明をお願いします。 

 

事務局 

案件 2、「富田林市第 6 期富田林市障がい福祉計画・第 2 期障がい児福祉計画につい

て」説明。 

 

議長 

ただいま案件 2 の「富田林市第 6 期富田林市障がい福祉計画・第 2 期障がい児福祉

計画について」事務局の方から説明がございましたが、これに対しまして何かご質問、

ご意見、はい。 

 

委員 B 

私、障がい者の審査委員を 10 年以上しておりまして、いろいろ見てきたんですけど

も、今回は福祉サービスのことに関しての計画と思うんですけれども、早い話が、今ま

でのデータを実績を見ながら次を決めようっていうだけですよね。今のところは、新た

な事業を敷いていこうとかここを改善していこうとかいう案ではないんですよねと。今

の話を聞く中ではね。 

実はね、いわゆる福祉サービスなんですけれども、日頃やってまして、いわゆる精神

疾患の方、身体疾患の方は病院行くんですけども病院だけで、すべて完結できないんで

すよね。特に身体の方というのは病院でリハビリ 150 日まででそれ以降はできない。

そういうふうな形でなげ出されてしまう、そういう人達は身体障がい者なんやけども、

適切なリハビリを受ける場所がない、医療でもできない、そうなるとだんだんと弱って

いくわけですね。知的障がい者の方でどうしても動かない、動かないから、いわゆる健

常者の方の同年代の方よりも体力的に落ちてきてて早く介護を受ける状態になってい
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くこともあります。そんな形も早くちゃんと動く場とかいうものを提案してあげたりと

かすると良くなるんですけど、今現在の支援というのはほとんどサポートなってるんで

すね。だから改善するとか、維持するとか、良くするというようなサポートが全くない

ので下がっていく。精神疾患の方も精神科にいきはるんですけど、そのあと薬もらうだ

けですので、いろんなサポートを受けることができないんですよね。そういうところを

作っていかなければ、ただ単にお世話してるだけ、改善しないんです。ですので、その

人達が改善できるような、親にとっても、何かちょっとよくなって欲しいと思う気持ち

があるんですけども、それを支えるような施策が全くないんです。できればそういうも

のを、今回ちょっとしんどいかもしれないですけども、ちょっと考えていただきたいん

です。 

リハビリというものがあるんですけれども、皆さんご存知かもしれないですけど、い

わゆる理学療法士、作業療法士、言語療法士っていうんですけれども、特に作業療法士

というのは、精神科疾患を持ってる方々たちもこういう作業療法をすることで良くする

という意味もありますし、身体のこと見てくれたりするわけですね。そのような方と、

ちょっとタイアップしていろんなことをすることによって、身体的な障がい者、知的障

がい者の方、或いは精神的障がい者の方をある程度サポートする、医療ではなくて、い

ろんな面でサポートするというところを、市の方でしていただきたいところずっと前か

ら持ってたんですけれども、なかなかもう予算が決まってしまっているという話で、予

算を決めなければ駄目だということなんで、決めていただければ、ぜひそういうことも

頭に入れてプランを立てていただきたいなと。ただ単にサポートするだけの支援じゃな

くて、ちょっとでもよくなるようにと親御さんたち思っていると思うんですよね、家族

の方はね。そういうのは病院では全然できないんですよ。もう、医療費を削減されてま

すから、全くできないんです。そういうところを何とかサポートしてあげて欲しいなと

思うわけですね。 

あと、精神疾患の方の話を見てみますと、生活どうしているか書いているので、大体

予想つくんですけれども、本当に生活乱れているんですね、昼夜逆転している。食べ物

は好きなものだけ食べてる、体重は過多、大きくで動けない、おそらく歯はもうボロボ

ロという形になってきますと、なかなかそういう生活になってしまうとなかなか復活で

きない。そういうところをちゃんとするような、相談員とありましたけども、相談員の

数もある程度いると思うんですよね。そういう方をちゃんとサポートしてれるような体

制を取らなければ、ただ単に困っている人たちを、私たちは世話してますよ、ちゃんと

やってますだけに終わってしまって改善ができないと思うので、その辺ところ観点入れ

て計画を立てていただきたいなと思います。 

 

委員 A 

さっきおっしゃいましたように、精神の場合は薬だけでは治らないんですね。薬と心
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理社会的治療が必ず必要になってくるんですね。この心理社会的治療は障がい福祉サー

ビスと非常に関係してますから、自立支援医療だけではなくて、薬だけではなくて、障

がい福祉サービスをどんどん増やしていかないと治らないということなんですね。要す

るに精神障がい者が治るとそれだけ医療費も少なくなってきますから、非常にいいこと

だと思うんですけれども。 

 

委員 B 

精神疾患の方とか知的障がいの方なんかでも、働く時に人と一緒に働くというのは非

常に辛いんですね、なかなかマイペースで自分中心になってどうしても人に合わすとか

いうことも難しくなってるんですけど、農業とかなるとマイペースでいろいろできます

し、自然の中で働きますし、いろんな意味でいいと思うんですよね。富田林というのは

自然豊かなところですので、そういうところを使うことによって、いわゆる作業療法と

して農園したりするのもありますので、そういうところと、農協の人達とか或いはそう

いった府下の人たちとちょっと協力し合ってやるという、大阪市内ではできない取り組

みになると思うんで、できるんじゃないかなと前々から思ってるんですけども。やはり

自然というものはいろんな知的障がい精神障がいの方とかにとってもすごくいい環境

だと思いますので、この部署だけじゃなく、他の部署とも連携して、何らかの形で障が

い者の方は町全体でサポートできるようにしてあげたいなと思うんですけど。 

 

事務局 

一番最初の件ですけれども、今回のご審議いただいてるものにつきましては、長期計

画の中の 3 年ごとの数値目標ということですので、ご理解いただきたいと思います。 

おっしゃっていただいているように、サポートだけであってもっと働きかけが必要じゃ

ないかということにつきまして、そして続いておっしゃっていただきました農業との連

携、最近よく農福連携という言葉を聞くようになってきましたけどもそれにつきまして

も、今後、障がい者福祉の施策を考える中で、参考にさせていただきたいと思っており

ます。よろしくお願いいたします。 

 

議長 

企業もそういう意欲が出てきてるので、それも含めて市と企業と連携するなり、空き

農地を活用するような形での、働きかけをしてもらったらいいんちゃうかなと思います

けれども。 

 

事務局 

おっしゃっていただいたように、福祉部署と農業関係の部署との当然連携が必要とな

ってくると思いますので、今後展開させていきたいと思っております。よろしくお願い
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いたします。 

 

委員 C 

アンケート調査の中にあった障がい支援区分認定っていうのがありますが、介護保険

のようにこの認定を受けないとサービスっていうのを受けられないものなんですか。 

 

事務局 

正確に申し上げますと支援区分の認定がなくても受けられるサービスというのが何

点かございます。例えば、就労系である就労移行支援や就労継続支援、就労継続支援Ａ

型Ｂ型、就労定着支援とか、共同生活援助につきましても、必ずしも支援区分を要しな

いサービスというふうになっています。居宅介護ですとホームヘルプサービスなんかは、

支援区分が必要となっています。 

 

委員 C 

ありがとうございます。 

それと、もう 5 期にも入ってきて着々と数値も伸びているのをすごく感じるんです

けれども、そのサービスを受けている内容について、サービスの質を利用者さんが満足

しているのかどうかっていうのは、アンケートとかのどこを見たら、判断できるのかっ

ていうのを今すぐじゃなくても次の時でもいいので、満足度みたいなものがわかるよう

なものっていう資料があるのかどうかっていうのが知りたいのがひとつと、あと利用者

さんの数が着々と増えていくのはいいんですけど、受け皿となっている側の施設の職員

さんの数って足りてるんかなっていうのをすごく心配なんです。どうしても介護や福祉

の分野って人手が足りないと聞いてますんで、忙しくなるとやっぱりどうしても職員さ

んの仕事も辛くなるし仕事内容も粗くなっちゃうし、人間なので。職員さんの数を確保

できるっていうのは、各事業者任せになってるんですかそれとも行政の方でもそういう

分野の人が増えているようにっていう何か取り組みをなさっているのか知りたいって

いうのが質問なんですけど。すぐにお答えいただかなくても結構なんで、また、利用者

さんの満足度が図れる資料があったら見てみたいなっていうのと、福祉分野を携わる職

員さんが増える取り組みっていうのを何か行政側の方でもやっていらっしゃるのかな

っていうのを教えていただけたらっていうのは、次回でいいのでお願いします。 

 

事務局 

次回、お答えさせていただきます。 

 

委員 A 

資料 3 の 16 ページのところ、福祉サービスを利用するときに困ることの中に、事業
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者情報が不十分という方が 22％ありますけれども、Ａ型作業所Ｂ型作業所などの情報

が非常に少ないですね。富田林にはかなりたくさんあるみたいなんですけども、どこに

どういうふうな作業所があるかっていう一覧表でも作っていただけると非常にありが

たいんですね。一覧表かまたはＳＮＳで発信するとか、そういうふうにしてもらえると

利用者さんもパッと見てどこがいいかと、自分の家の近くの作業者ところかというのも

すぐわかるじゃないかと思うんですけれども、そういうことをぜひお願いしたいと思い

ます。 

 

委員Ｄ 

資料はいっぱいあると思います。それをどういう形で求める方に提供できるかという

部分を考えていただけたら、情報として入ってくるのではと思います。事業所の中では

そのような資料はたくさん持っているんです。相談支援事業所でこしらえてくれたりと

か。それをどうやって届けるかということを考えていただきたい。 

 

事務局 

先ほどもありましたけども相談支援に対するニーズっていうのが資料からも高く読

めてきてますので、今後、相談支援の充実を通じまして、いろんな特性のある方どの方

にどのような作業所の内容がいいのかっていうのも提供していけたらというふうには

考えております。 

 

委員 B 

委員がおっしゃってたとおり、資料はたくさんあると思うんですね。ところがネーミ

ングがややこしい、就労支援ＢとかＡとか、一般の人はわからない。自立支援なんたら

かんたらとか、中身が何なのか全くわからない。だから結局わからないものが 10 個並

べたとしたら聞いたことがゼロと一緒になるんですよね。だからやっぱもうちょっとわ

かりやすく伝わるようにしないといけないですし、委員がおっしゃったようにＳＮＳ使

って実際やってるところを、それを誰でも見れるっていうの難しいかもしれないですけ

ども、ちょっと動画をどこどこいったら見れるような形で、こんな雰囲気のところなん

だなとかこういうことをするんだなってやっぱり見ないとわからないこともあります

し、今現在はコロナで行けないところがあるので、ちょっとやってる現場の様子を、ど

こどこに行ったら見せてもらえるというようなことぐらいを作ってもらっても。言葉よ

りも映像のほうがわかりやすいかもしれないですね。 

あと、精神持ってる方の子どもさんたち、或いはちょっと知的障がいのある方の子ど

もさんたちは、全然引っかかってこないんですよ、こっち側の対象になってないんです

けども、実はすごい大変な状況だろうと思ってるんです。特に、学校に子どもさんたち

が通っていると思うんですけれども、親御さんたちがそういった形で、ちゃんとなかな



- 9 - 

 

かサポートできないというようなところの、ここに入らないようなサポートがあると思

うので、ぜひそういうところもでき、そして子どもさんたちを助けてあげたいなと思う

んですけども、それに関しては何か予定とか、こういうのが入らないですかね。いやこ

ういう決まったなんたら支援とか、ちゃんと決まった枠でないとうまくいかないような

ことなので、対象とならない障がいを持っていない子どもさんたちになるわけですけど

も親が障がいをちょっと抱えているがために、子どもさんたちがちょっと大変っていう

ところも多々あるんですよね。そういう子どもさんたちを何とか助けてあげたいなとは

思うんですけども、そういう妙案があればいいのかなと思っております。 

 

委員Ａ 

我々家族会でもお子さん方の当事者会をつくっておりまして、そういうような当事者

会に参加していただければある程度は助かるかなと思っております。 

 

事務局 

子どもさんということですけども、かなりひどい状況、例えば虐待、ネグレクトとか

いうところまでいきますと、要保護児童対策協議会がございまして、そこで学校からの

通報であったりとか、保健所や保健センターとかからの通報がありましたら、見守りの

対象として、フォローはさせていただいているところでございます。 

 

委員Ｅ 

要保護児童に引っかかってくる場合は、こども未来室であったりとか子ども家庭セン

ターと繋がりながらサポートしていけるのですが、実際に子どもさんの親御さんが精神

疾患であるかどうかは、情報として入ってこないので、そのあたりはなかなか難しい。 

 

委員 B 

そのような情報があれば、ちょっとでも注意して見てあげたほうがいい。 

 

議長 

今、ご意見出てるようですので検討も含めて、次の時にどんなことできるんかも含め

て、あればまだ出していただければなと思います。 

ちょっとお伺いしたいんですけど、59.4％の回答率ですが、だいたいこのぐらいのも

のですか。もう一つは放課後等デイサービスが 63.5％とかなり多いということで、放課

後デイが足りてないかどうかということ、もう一つは介護者で親が多いということで、

親は高齢者で将来親が亡くなっていく、その場合どうなってくんか、その子どもがどう

なっていくんかということも将来的なことも考えていかないとあかんのではないかな

と感じているんですけども。 
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事務局 

前回の回答率が 60.4％ということで、前回よりもちょっと下がっているんですけれ

ども、他の計画に比べますと格段に高い結果かなというふうには認識しております。放

課後等デイサービス事業所が足りてないということでございますが、今のところ、それ

がゆえに使えないというお話はあまり聞かないというのが現状でございまして、事業所

数としても、どんどん増えているというところです。親亡き後のことを考えてというこ

とですけれども、共同生活援助やその他サポートにより、地域でバックアップしていけ

るような体制が必要かなというふうには認識しております。 

 

議長 

地域共生社会が言われてまして、地域福祉課、或いは高齢介護、障がいも含めて全部

唱えているんですけどね、そのあたりをうまく総合的につなげてね、地域共生社会の実

現にどのようにしていくのかを横断的な検討もしてもらったらどうかなというふうに

思うんですけどね。 

もう一つ、グループホームについて、空き家を貸してくれるとこが少ないとか、或い

は近所の反対を受けてグループホームの開設は難しいというようなことをちょっと言

われててね、富田林で空き家対策をいろいろされてますよね、それを含めてグループホ

ームを開設していきたいというふうな事業所があれば、それをつないでいくというよう

な形もどうかなと感じたんですけれども。何かグループホームをすると近所の反対でな

かなか開きにくい、動きにくい、或いはなかなかその空き家を貸してもらえないという

ような状況があるというふうなことを、事業者の人との話の中で出たんで、あっせんで

きるかどうかも含めて検討していただければと思います。 

 

委員 A 

グループホームのことなんですけれども、富田林は精神障がい専門のグループホーム

は一つもないですね。ですからそこのところをぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 

議長 

ほかにございませんか。 

ございませんようでしたら、今回の議論につきましてこれで終わりたいと思います。

いろんな意見が出ましたけども、内容を受けとめていただきまして、出していただけれ

ばなというふうに思っております。 

それ以外で何かありましたら、出していただければなと思いますが、ございませんか。

ないようでしたら、これで議案の審議を終わっていきたいと思います。事務局の方にお

返しします。 
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今後のスケジュールの説明 

西野子育て福祉部長より閉会のあいさつ 


